
 

 

  

 

令和 6年 12月 20日 

「 ビブリオバトルを終えて 」 
副担任  

先日のビブリオバトルおつかれさまでした。皆さんがそれぞれ好きな本を生き生きと紹介して

いる姿を見て私自身新しい発見になり、気になる本もたくさん見つけることができました。私も

皆さんにおすすめしたい本があるのでこの場を借りて紹介させてください。 

皆さんにぜひ紹介したいのが、『神さまとのおしゃべり』（さとうみつろう、サンマーク出版）という本です。

この本は、サラリーマンの主人公が突然現れた神さまと対話しながら、人生の真実や幸せについて学ん

でいく物語です。「人生は自分の思った通りに作られている」という神さまの哲学が、主人公を通じて少し

ずつ解き明かされていきます。 

この本で神さまは、私たちが経験している現実は、実は無意識のうちに自分が望んだことの結果だと語

ります。たとえば、勉強が辛いと感じるとき、「なんでこんなに大変なことばかり？」と思うかもしれませんが、

実はその奥には「もっと成長したい」「将来のために力をつけたい」という自分の本当の願いが隠れている

かもしれません。だって勉強が辛いのであれば辞めればいいんです。でもそのように感じている皆さんは

きっと深層心理に「勉強をすることで自分の将来の役に立つ」と思っているのです。 

また、神さまは「否定的な言葉で願うことが、逆に望まない結果を引き寄せる」とも教えています。例えば、

「失敗したくない」と思っていると、なぜか失敗することに意識が向き、緊張して本来の力が出せないことが

あるかもしれません。この本では、自分を否定するような思い方を手放し、「すでに成功している自分」をイ

メージすることの大切さが強調されています。 

あなたはすでに素晴らしいのです。そう言われると信じられない人もたくさんいるでしょう。私もその１人

です。ついミスをしてしまった自分を責めてしまったり、他人と比べて自分がいかにできない、不器用な人

間なんだと恥じてしまったり・・・。 

でも本当は他人と自分は関係ないんですよね、もっと言えばあなたはすでに成功していて誰にも負け

ない素晴らしい魅力を持っているんです。 

もう 2 学期も後半になってきました。皆さんそれぞれ人間関係や日々の学校生活・部活動・勉強など

様々な場面で悩みを感じているかもしれません。私も高校生の時はすごく悩みました。悩んでもいいんで

す。完璧にできなくてもいい、失敗してもいいんです。ただ自分のことは大切に思ってください。もし悩み

を聞いてほしい時があればそっと言いに来てくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

兵庫県立香寺高等学校 53回生 年次通信 

第 9号 羅針盤Ⅱ 

1月 8日(水) 掃除・始業式・服装頭髪検査 

LHR 

1月 9日(木)  課題考査(1限数学、2限国語 

3限英語)、4～6限授業 

1月 16日（木）キャンパスカウンセリング 

1月 17日（金) 阪神淡路大震災追悼行事 

1月 18日（土) 総合学力テスト（全員受験） 

1月 23日（木） キャンパスカウンセリング  

1月 25日（土） 英検（１次） 

1月 30日（木） 総合学科発表会リハーサル 

1月 31日（金） 総合学科発表会 

1月 31日（金） 第３回漢検 

1 月行事予定 



ビブリオバトルに参加して 

 

 

 

 

1組  生徒  

今回はタイトルに「バトル」とついているの

で、普段のプレゼン方式と違って自分のやりた

いようにとことんやってしまおうとなり、笑い

を取る方向に走りました。結果的には皆さんの

協力のおかげで、私の発表は大成功に終わりま

した。実は今回の発表の直前に緊張で大部分を

忘れてしまい、ほとんどアドリブで乗り切りま

した。昔一度、緊張しすぎて頭が真っ白になり

声が発せずプレゼンを止めてしまったことが

あります。今回はそのようなことにはならなか

ったですが、今後はあまり気負いすぎないよう

に頑張りたいです。 

2組  生徒 

私は今回のビブリオバトルを通して、人に

物を伝えることの難しさを学びました。決ま

った時間内でどのようにして自分の言いたい

ことを相手の興味を引く言い方で言うことが

できるかという所が非常にむずかしかったと

個人的に思いました。話す時の姿勢や態度、

身振り手振り、声の抑揚を工夫することによ

って、同じ内容でも聞き手に説得力を感じさ

せたり、興味を引かせたりできると思いまし

た。今回得たものは、今後面接などに活かす

ことが出来ると思いました。 

3組  生徒 

私は学年の前に立って喋ることが中々なく

て、自分の本を紹介する直前までずっと緊張し

ていましたが、実際に前に立って喋っていると

きは全く緊張しなかったし、終わったときはと

ても達成感がありました。私の順番は最初のほ

うで、他の人の発表をよく聞いていたのです

が、個性的な発表や本の魅力が伝わる発表な

ど、全員とても魅力的な発表で聞いている私も

すごく勉強になりました。今後学年の前で発表

する機会がどれくらいあるかわかりませんが、

もしあれば積極的に進んでやっていきたいと

ビブリオバトルを通して思いました。 

 

 

 

4組  生徒 

今回は人前で発表するには沢山の準備が必

要でまだまだ工夫して学ばなければいけない

ことはあるんだと改めて思いました。発表する

にも仕方が全く違ったりと 1人 1人とてもいい

個性があって、全員聞いている人たちをその中

に巻き込んでいく発表をしていて本当に凄い

なと思いました。それを近くで見ることができ

て本当に良かったです。私も緊張しましたが、

このような経験をすることができたのでそれ

らを活かして次につなげていきたいと思いま

す。  

5組  生徒  

ビブリオバトルを通して私は表現の難しさ

に気が付きました。原稿の作成時に自分の感情

や伝えたいことを表現化するのに苦戦しまし

た。一文を作るにしてもどうすれば相手にわか

りやすく伝わるんだろう、ちゃんと伝わるのだ

ろうか、など苦慮しつつ原稿を作成しました。

結局のところ緊張によりプレゼンはしどろも

どろになり思い通りには進められませんでし

た。 

ビブリオバトルクラス代表者及び書籍名                    

クラス 発表者氏名（書籍名） 

１組 大日方 春乃 （世界は「  」で満ちている） 

堀 綾花 （ハローキティのニーチェ） 

三木 ゆきね （不思議の国のアリス） 

２組 後藤 愛奈 （六人の嘘つきな大学生） 

辻 真宙 （桜のような僕の恋人） 

吉川 湧登 （カラフル） 

３組 榎本 翔太 （１秒で答えをつくる力）  

角藤 大輝 （人生は気分が１０割） 

工藤 壮太 （成瀬は天下を取りに行く） 

４組 千家 愛 （記憶屋） 

三木 祥寧 （１００万回生きたきみ） 

山根 紗耶香 （リアル鬼ごっこ） 

５組 岡﨑 蒼空 （変な絵） 

藤田 遼 （夏の終わりに君が死ねば完璧だったのに） 

村前 美月 （パンプキン・ロード） 

 



ビブリオバトル年次発表の様子  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


